
　11 月 3 日、東京中野サンプラザを会場に第 27 回東
京かくのだて会が開催され、約 80 人が参加しました。
　総会の中で門脇市長が、春の桜や夏の渇水など１年
間の市政について報告。会員の方々の協力に感謝する
とともに、ますますの支援を呼びかけました。
　総会に引き続き行われた懇親会では、恒例の飾山囃
子が披露され、参加された皆さんは互いの近況やふる
さとの思い出話に花を咲かせていました。

第 27 回東京かくのだて会
event

ふるさとの思い出話に花が咲く
仙北市
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中村 六郎 氏
（78 歳　角館町金山下）

　西明寺小学校教諭に採用後、40 年の永きに
わたり、教職として学習指導や部活動指導、生
徒指導に尽力。この間、地域の青少年・婦人の
スポーツ活動全般の指導・普及にも力を注ぎ、
退職後は、秋田県体育協会評議員や秋田県ス
ポーツ振興審議会委員などの要職を歴任。この
活躍が認められ、この度の受章となりました。

秋の叙勲

瑞宝双光章

秋の叙勲

瑞宝単光章

伊藤 博 氏
（74 歳　西木町門屋）

　昭和 46 年から平成 15 年まで消防団員とし
て活躍。平成 12 年から平成 15 年まで西木村
消防団長として団員の先頭に立ち、地域住民の
生命財産を守るために尽力されました。この貢
献が認められ、この度の受章となりました。

　角館菓子工業組合（佐々木正昭会長）が 11 月 19 日、
神代こども園でお菓子づくり実演試食会を行いました。
　ふわふわなお菓子生地の上に園児がクリームを絞
り、その上に生地を乗せてサンド。最後に星型の模様
を付けたり、アンパンマンの顔をクリームで描きまし
た。完成したお菓子を園児たちは口のまわりいっぱい
にクリームを付けながら、おいしそうに試食しました。

角館菓子工業組合
event

お菓子づくり楽しいよ
田沢湖地区
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　夏イチゴ栽培で 6 次産業化を目指す株式会社スト
ロベリーファーム（家形一生代表取締役）と仙北市が
11 月 7 日、企業立地に関する覚書を締結しました。
　同社は西木工業団地（西木町西荒井）を市から賃借。
第 1 期パイロット事業として今秋、栽培ハウスの整備
に取り掛かり、来年 3 月の定植から 7 月の収穫・出荷
までを行います。その後、第 2 期、第 3 期と事業を進
め、栽培ハウスのほか観光農園ハウスや加工場などの
設備を充実させ、将来的に年間 40 トン以上を生産し、
加工・販売などを展開する 6 次産業化を目指します。
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（株）ストロベリーファーム
news

夏イチゴ栽培で市と覚書締結
仙北市
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　秋田県東部郵便局長会の仙北北部会（部会長・藤原
久志西明寺郵便局長）から仙北市に「ゴミの不法投棄
禁止」看板６基が寄贈されました。
　同会は、地域公益事業推進活動の一環として地域に
貢献する活動を毎年続けていて、不法投棄禁止の看板
は、平成 18 年に続き 2 回目の寄贈。仙北市では、寄
贈された看板を、田沢湖、角館、西木の各地区に２基
ずつ設置し、ゴミの不法投棄禁止を呼びかけています。
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秋田県東部郵便局長会
news

「ゴミの不法投棄禁止」看板寄贈
仙北市
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　11 月 8 日、伊藤シ
ンさんが白寿を迎え、
市からお祝いと花束
が贈呈されました。

おめでとうございます
news

白寿のお祝い
田沢湖地区
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　11 月 10 日、市民の医療と健康を考える会（主催：
仙北市医療協議会）が「市民とともに歩む地域医療を
目指して」と題し、仙北市民会館で開催されました。
　市民の身近な健康や地域医療の問題を見つめ、今後
の課題を考えるこの会では、仙北市病院事業管理者 
宮川信氏による「高齢化社会の医療について」のほか、
市立角館病院院長 西野克寛氏の「病院新築に向けて
成功の条件とは」、市立田沢湖病院院長 佐々木英人氏
の「高齢化するということ！ - 病院をもっと身近に -」
の 3 つの講演が行われました。
　また、西明寺診療所所長 市川晋一氏をコーディネー
ターとしたパネルディスカッションでは、仙北市が抱
える課題、問題について貴重な意見交換が行われ、訪
れた参加者も真剣に聞き入っていました。

▲「市民とともに歩む地域医療をめざして」をテーマにしたパ
ネルディスカッション。左からコーディネーターの市川氏、パ
ネリストの宮川氏、西野氏、佐々木氏、市民代表の樫尾龍子氏、
鎌田真寿美氏。

第 2 回市民の医療と健康を考える会
event

市民とともに歩む地域医療を目指して
田沢湖地区
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